

















































































































デルには人れられなかった。この点における Kohlberg, L. の理論的不足部
分を正し補うように， Habermas,J. は，コミュニケーション倫理という第 7













































































ても，二義的な考察のように見える」 (Reindenbach,R. E. /Robin, D. P. 
1989, p.43)とも語られる。そして，例えば，この根本的な克服が試みられた
としても，戦略策定における 2つの要索についての熟應がまさしく「並行的」



























造」 (creationof organization morality)の重要性について論じた (Barnard,


























with Integrity in International Business) と題し，グローバルなレベルでの
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もあらねばならず，「十分に基礎付けられた批判以上に実践的なものはない」





















































める DeGeorge,R. T. や Homann,K. に代表的に見られるごとき論理は，
甚本的にミク ロに対するマクロあるいはその内容たる社会環境 ・条件の優位
60 













Zimmermann, K. の言葉を援用すれば，「ビジネスの倫理」 (ethicsof busi-
ness)を説きつつも 実体は「倫理のビジネス」 (businessof ethics)とも形容で
きる事態を招米しているということでもある (Dierkes,M./Zimmermann, 




























































































P. がいみじくも名付けたごとき「体制文化」 (Systemkultur) (Ulrich, P., 
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て， この意味で，根源的には企業そのものを「文化的にする」ことこそが問










. . . . . ...... . 
特性も 実現されると言えよう 。別言すれば，「企業文化」は，社会民主的な価





















理」 (Einenach innen und auBen offene Unternehmensethik) と「内にも外
にも開かれた企業文化」 (Einenach innen und auBen offene Unternehmens-
kultur)の理念と実践が必要となるのであり，そして，その脈絡の中で必然的
に「両者の一致」が目差されるべきことになると理解できるのである (Nill,











社会的な組織」 (eineoffentliche (zumindest jedoch offentlich exponierte) , 
temporare, soziale Organisation) として理解されていると言える (Kar-
masin, M., 1996, p.205)のである。あるいはまた同様に，例えば「疑似公








































































(1) De Gergeの言うように，「企業の卓越性 (corporateexcellence)は企業の道徳
性 (corporatemorality)と同一ではない。……しかし，企業の卓越性が企業の不道
徳性や，あるいは会社の仕事のために不道徳的か反道徳的に行動する従業員を許し
たり励ますような企業文化と両立することは疑わしい。」(DeGeorge 1980, p .104) 
のであり，倫理的価値の追求をなおざりにすれば，「最強の文化も無力になる」とも






(3) Donaldson, T. は「文化相対主義」 (culturalrelativism)に「倫理的帝国主義」






(4) これについては， Nutzinger, H. G .1994を参照。それと共に Radnitzky,G. / 




(5) 社会的合理性の実現を提唱する中心である Habermas,J. 自身は，現代の体制
を構成する経済的生産組織を，それ自体「近代」 (Modernitat)そのものと前提，あ
るいは所与とし，本米の人間の「生活世界」 (Lebenswelt) と分断し，それに対立さ
せている (Habermas,J. 1969, 1985)ために， 生産組織そのものと生活世界の交わ
り・融合の改善や，その中での，特に前者そのものの具体的な批判的検討と改革の問














(7) これに関して，例えば， Wright,M.1995や Snell,R.S.1996, Harris, C./ 
Brown, W.1990, Madagan, P.1992, Carroll, A.B.1993, p.108ff. を， また特に
本稿との関連では Logsdon,J.M./Yuthas, K.1997を参照。
(8) この脈絡については，例えば，（鈴木 1991), (李1997), (森本三男 1994),(水
谷内徹也 1995),(土井一生 1992),(Freeman, R.E./Gilbert, D.R.1988), (Pain, 
L.S.1994) (Carroll, A.B.1993)他本稿参考文献表記載文献等を参照。
(9) この点では，社会的合理性の達成を最終目標とする対話倫理による問題の解決







(11) 以上は，既に本稿(II)-2, 及ぴ同所注(3)で述べた， Hymer,S. や Fried-
mann, M. にマクロの意味のとらえ方で共通の 「自由主義信奉に関わる同じ米国的
な発想に囚われている」ことの結果としても理解できよう 。また，ここでは， De




















要な諸論者の批判的議論を掲載した Ethikund Sozialwissenschaften (H .1/1994) 
誌（本稿末掲載参考文献中 Homann,K. 論文部分参照。）における特集が，研究上
の多くの示唆を与えてくれ興味深い。
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